
時代変化に対応した多摩田園都市における
「街づくり」の取り組みについて

東京急行電鉄株式会社
常務取締役 渡邊 功

Presenter
Presentation Notes
＜２０１４年１月２４日＞

・自己紹介

・テーマ：時代変化に対応した多摩田園都市における街づくりの取組について
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１．東急沿線の現状と課題

２．沿線価値向上と住みかえモデル事業の展開

３．次世代郊外まちづくり

４．終わりに

目 次

Presenter
Presentation Notes
目次

　・まず、東急沿線の現状と課題について

　・続いて、課題への対応の取り組み事例を二つ
　　住みかえモデル事業の展開　
　　次世代郊外街つくり　について
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１．東急沿線の現状と課題

Presenter
Presentation Notes
・まずは東急沿線の現状と課題について
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東急沿線地域図

東京

渋谷

横浜

元町･中華街

中央林間

こどもの国

長津田

蒲田

たまプラーザ

青葉台
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南町田

新宿 東急線沿線地域

（ 「東急線の通る17市区」 と定義 ）

・ 面 積 ： ４９０K㎡

（ ロンドンの面積の約 1/3 倍 ）

（ マンハッタンの面積の約 8 倍 ）

・ 人 口 ： ５０６万人（2011年3月31日現在）

（ ロンドンの人口の約 2/3 倍 ）

・ 人口密度：１０，３２４人／K㎡

・ 世帯数 ：２４９万世帯（2011年3月31日現在）

・ １人当たり課税所得 ： 全国平均の １．５ 倍

・ 沿線消費支出規模 ： ８兆５９１億円 ※

東急多摩田園都市

・ 面積 ： ５０K㎡

・ 人口 ： ６０万人

イッツ・コミュニケーションズのサービス地域

・ 対象世帯数 ： １２７万１千世帯

（2012年3月31日現在）

Presenter
Presentation Notes
・東急沿線の地図(緑色が多摩田園都市)
・乗降客：1日平均で300万人近い、私鉄ではNO.1　
・福岡県の面積の１/１０だが人口同じ、シンガポールが470万人
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代表的な開発事例（渋谷）

44

【オフィス】
17～34階

【東急シアターオーブ】
11～16階

【ヒカリエホール】
9～10階

【クリエイティブスペース「8/」】
8階

【カフェ＆レストラン】
6～7階

【シンクス】
B3～5階

[用途構成]

ヒカリエ オフィス クリエイティブスペース
「8/」

ヒカリエホール

カフェ＆レストラン

リーディングプロジェクト「渋谷ヒカリエ」

Presenter
Presentation Notes
・代表的な開発事例ヒカリエ
・渋谷開発のリーディングプロジェクト
・オフイス満稼働（ＤeNA、ＬＩＮＥ等）
・ホールやクリエィティブスペースやシアター有
・東急百貨店も「ＳｉｎＱｓ」として入居
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代表的な開発事例（渋谷）

渋谷駅街区

渋谷駅南街区

道玄坂街区

渋谷ヒカリエ

新しく生まれ変わる渋谷

Presenter
Presentation Notes
・ヒカリエが第1弾で、今後渋谷が生まれ変わる
・東急百貨店跡地や、東横線跡地渋谷川エリア等、駅の周辺に駅街区、南街区等開発を推進中
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代表的な開発事例（渋谷）

渋谷駅方面

駅南街区駅街区

東棟

中央棟

西棟

渋谷ヒカリエ

道玄坂街区

代官山駅方面

Presenter
Presentation Notes
・完成図はこのような形

・駅街区特徴：渋谷駅周辺地区では最大級となるオフィス（貸床面積約７万㎡）と商業施設（店舗面積約７万㎡）をあわせもち、
　　　　　　　　　世界から常に人と注目を集め続けるまちを実現する中心的役割を果たす

・南街区特徴：隣接する渋谷川の再生による賑わいの創出を目指す
　　　　　　　　　（主な用途は、事務所、店舗、ホテル、駐車場等）
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代表的な開発事例（二子玉川）

二子玉川ライズ（Ⅰ期）とガレリア

節電の夏：氷彫刻納涼イベント

小石のベンチ
リボン

葦のオブジェ

Presenter
Presentation Notes
・次に沿線の大規模開発事例として、「二子玉川の開発」
・写真は、1期開発の「二子玉川ライズ」
・特徴は写真左下の「ガレリア」　施設間の大きな空間で賑やかしなどのイベント実施
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代表的な開発事例（二子玉川）

Ⅱ期開発イメージ

Presenter
Presentation Notes
・二子玉川は、引き続き、開発を実施中。
・フィットネスクラブ（ＴＳＳ）、ホテル（東急ホテルズ）、シネマコンプレックス（東急レク）、商業（ＣＣＣ）が主に入る予定
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東急田園都市線

面積；約５，０００万㎡

人口；約６０万人

至 渋谷

土地区画整理事業による街づくり
（組合施行 ５８組合を設立）

9

東急多摩田園都市

都市開発と鉄道建設が一体化となった開発

Presenter
Presentation Notes
・ここからが本題の多摩田園都市
・図は、多摩田園都市の地図
・都市開発と鉄道建設が一体化した開発を展開
・当社の都市開発は、主に土地区画整理事業の手法により開発してきた

http://images.multi-bits.com/execute/ImageCatalogPickup?locale=ja&imgId=03005091760
http://images.multi-bits.com/execute/ImageCatalogPickup?imgId=03005091478&p=2&n=20&sm=&k=%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%83%E3%83%94%E3%83%B3%E3%82%B0&it=0&fk=&fit0=o&fit1=o&fit2=o&fpc=&fpx=&fps=&fmk=&fss=&ftz=&fep=&fct=&fcl=&dk=&ci=&cl=&cm=&id=&md=0&ds=500&rj=0&rjp=0&c1=&p1=&w1=0&w2=0&w3=0&w4=0&w5=0
http://images.multi-bits.com/execute/ImageCatalogPickup?locale=ja&imgId=03005080144
http://images.multi-bits.com/execute/ImageCatalogPickup?locale=ja&imgId=03005090472
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過去の主な開発実績（たまプラーザテラス）

＜１９６０年代＞

Presenter
Presentation Notes
・当社が手がけてきた、開発の中で、代表的な街「たまプラーザ」
・開発前と開発後の写真をお見せする
・写真は開発前１９６０年頃の写真
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過去の主な開発実績（たまプラーザテラス）

＜開発後＞

リンクプラザ ２０１３年３月ＯＰＥＮ
・定期借地権付分譲マンション

→購入者の8割が持家層

・サービス棟併設
→保育園、デイサービス、クリニック、

レストラン等

Presenter
Presentation Notes
・そして、こちらが、開発後の現在の写真
・たまプラーザテラスが、２０１０年３月に全大開業（サウスプラーザ、ゲートプラザ１期と２期）
・さらに、直近２０１３年３月には、赤色の部分に、ドレッセたまプラーザテラス（定借マンション）と、リンクプラザもＯＰＥＮ
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過去の主な開発実績（あざみ野ガーデンズ）

Presenter
Presentation Notes
・こちらは、一番直近の開発事例で、『あざみ野ガーデンズ（旧嶮山スポーツガーデン）』
・旧東急嶮山スポーツガーデンを地元地権者と共同でリニューアル
・スポーツ施設と商業店舗が一体となった郊外型商業施設「あざみ野ガーデンズ」として、２０１３年１０月に開業
・マルシェなど好評



© 201３ TOKYU CORPORATION ※ 2013年国立社会保障・人口問題研究所データ（市区町村別）より作成

東急沿線の人口推移予想

Presenter
Presentation Notes
・こちらは、黄色が全国の人口予想、赤字が東急沿線１７市区の人口予想
・このような都市開発が功を奏し、順調に人口を伸ばしてきた、直近でもまだ伸びる予想
・しかし、全国の少子高齢化の波を受けて、東急沿線の人口の伸びも鈍化が予想される



© 201３ TOKYU CORPORATION 

２．沿線価値向上と住みかえモデル事業の展開

Presenter
Presentation Notes
・今お話しした『多世代の流入、循環』という意味で、現在展開している『住みかえモデル事業』を紹介する
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地域内交通の
サービス低下
坂道、階段が

大変

戸建住宅地
の老朽化

大規模団地の老朽化
住民の高齢化

高齢者の生活支援
買物難民

独居老人・孤独死

病院のベッド数
不足

子育て層の
孤立

コミュニティの
希薄化

空家増加

若い世代の
不人気

まちの担い手
不足

介護・福祉
サービス低下

×
都心・職場
から遠い

女性の就労や
子育ての両立困難

持家志向低下

郊外の魅力
の低下

将来への不安

郊外生活の魅力（価値）再創造による多世代の流入、循環 ⇒ 沿線の活性化

【危機感】

人口減少、高齢化、建物老朽化による消費活動の減退 ⇒ 沿線の衰退

【期待感】

【課題！】

郊外住宅地の持続的成長に向けた危機感と期待感

Presenter
Presentation Notes
・そのような状況を受け、東急としては、
・郊外住宅地における魅力の低下が起因した、人口減少、高齢化、消費活動の減退による、東急沿線の衰退の危機感を持っている
・郊外生活の魅力（価値）再創造による多世代の流入、循環による沿線の活性化をしていきたい
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住みかえモデル事業の概要

駅

利便性の高い
駅近にシニア
層が住みかえ

転勤族(関西など）

戸建てを好む転勤族の流入

戸建てを好む団塊Ｊｒなど

マンション等に
住みかえ

相続で戻る第二世代

■郊外の戸建住宅に居住する高齢者を、利便性が高く、賑わい
のある駅周辺住宅への住みかえを誘導するとともに、郊外住
宅地等へのファミリー世帯の住みかえを進め、多様な年齢層
と世帯が交じり合う、活気のある当社沿線住宅地の持続的発
展を図る。

子育て世代

子育て世代

シニア層

子育て世代

戸建住宅に
住みかえ

シニア住宅
賃貸住宅

建替え
フルリフォーム

デイサービス

コンシェルジュ

郊外戸建
住宅地

レンタル収納

分譲マンション

「住みかえ」を円滑に進めていくには、
様々な住まい関連メニューの連携が必要

Presenter
Presentation Notes
・郊外の戸建住宅に居住する高齢者を、利便性が高く、賑わいのある駅周辺住宅への住みかえを誘導する
・一方、郊外住宅地等へのファミリー世帯の住みかえを進め、多様な年齢層と世帯が交じり合う、活気のある当社沿線住宅地の持続的発展を図る
・この「住みかえ」を円滑に進めていくには、様々な住まい関連メニューの連携が必要（次ページ以降で当社の展開メニューを紹介する）
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若年層の流入を図ると同時に、
安定的な賃貸収益を実現

スタイリオ田園調布本町 スタイリオ元住吉

注文住宅、フルリフォームなど、
住まいに関する ソリューションを

ワンストップサービスで提供

■ たまプラーザ
にて営業中

転居時の一時保管から
長期保管まで、キレイで
安心なレンタル収納を用意

分譲マンション・戸建事業

建替え＆フルリフォーム「ア・ラ・イエ」 レンタル収納事業「クラモ」

賃貸住宅事業「ＳＴＹＬＩＯ」

シニア層の方々が安心して
暮らせる住まいを提供

サービス付シニア住宅事業「東急ウェリナ」

「東急ウェリナ大岡山」 「東急ウェリナ旗の台」
2012年開業

デイサービス事業「オハナ」

お客様の様々なニーズに応える
高品質な住宅を提供

・分譲マンション事業「ドレッセ」
・分譲戸建事業「ノイエ」

心も身体もさらに元気になっ
て、生活の潤いも増す「もう
一つの自分の居場所」がコ
ンセプト

「住みかえ」を促す住まい関連メニュー

Presenter
Presentation Notes
・まず、住みかえを促す、住まい関連メニューを紹介
・分譲マンションや戸建て事業の他に、若年層向けの賃貸住宅事業「ＳＴＹＬＩＯ」や、建替・フルリフォームサービスを提供する「ア・ラ・イ・エ」を展開
・シニア向けには、サービス付シニア住宅事業「東急ウェリナ」、デイサービス事業「オハナ」を展開
・住みかえをサポートするレンタル収納事業も展開
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沿線で展開している生活サービス関連事業

■戸建住宅・マンション分譲

■入居者向け総合生活支援サービス
「ドレッセ プレミアム デイズ」

■住みかえサポート（住まいと暮らし
のコンシェルジュ、ア・ラ・イエ等）

■シニア住宅、デイサービス

■沿線開発、タウンマネジメント

駅

各事業が連携し、総合力で生活価値を創造し続ける

＜Ｗｉ-Ｆｉ＞
東急線全駅・
駅周辺で

公衆無線ＬＡＮ
サービス展開

不
動
産
事
業
領
域

と
も
連
携

＜セキュリティ＞
シニア・キッズ他各商品の
差別化・付加価値創出

＜クレジットカード＞
メインカード化と

グループ利用促進

＜学童保育＞
より多くの子育て世代に

利用いただくための店舗拡充

＜ＣＡＴＶ・ネット等＞
お客様接点拡大、地域ICT
基盤を活かした新規事業

＜カルチャースクール＞
シニア層・若い世代

双方に魅力的な講座企画

＜フィットネス・スポーツ＞
スポーツを通した

健康促進、生活価値向上

Presenter
Presentation Notes
・次に沿線で展開する、ソフトサービスを紹介
・シニアや、若年層に対して、様々なサービスを展開している



© 201３ TOKYU CORPORATION 

学童保育事業
（キッズベースキャンプ）

「住みかえ」を促す住まい関連メニュー

東急沿線を中心に２０店舗展開中

Presenter
Presentation Notes
・その代表例
・沿線への若年層流入のために、学童保育事業「キッズベースキャンプ」を展開（沿線を中心に２０店舗）


http://www.kidsbasecamp.com/
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「住みかえ」を促す住まい関連メニュー

＜取り扱いメニュー＞

住まいに関する

夢や悩みなど・・・

ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ来店・相談

送客
情報提供

提案

申込み・契約

サービス提供・販売

＜顧客＞ ＜コンシェルジュ＞

ハウスメーカー

リフォーム会社

不動産会社

暮らし関連会社

など・・・

顧客の最適な住まいを実
現する提案

【事業スキーム図】

東急沿線に「住みかえたい」、「住み続けたい」という
お客さまの、住まいに関する最適なライフスタイルの
実現をお手伝いする不動産コンサルティングサービス

住まいづくり相談

※無料：提携保険会社によります

ファイナンシャル相談

※有料：提携会社によります

法律相談・税相談

※無料：提携会社ご紹介等

暮らしのサービス

紹介手数料

Presenter
Presentation Notes
・もうひとつ代表例として、不動産コンサルティングサービス（住まいと暮らしのコンシェルジュ）　を紹介する
・「住まいと暮らしのコンシェルジュ」では、住まいづくりや、ファイナンシャル相談や、法律、税相談、暮らしのサービスなど　様々な相談に乗っている
・東急沿線に「住みかえたい」、「住み続けたい」というお客さまの、住まいに関する最適なライフスタイルの実現をお手伝いしている

・以上が、当社が取り組む「住みかえ事業モデル」



© 201３ TOKYU CORPORATION 

直近の事例（代官山シェアハウス）

＜物件イメージ＞
■コモンスペース

■屋上イメージ ＜施設の主な特徴＞
■物件コンセプト

「こどものために。自分のために。そしてみんなのために。」
子どもがいる人もいない人も入居者同士が支え合いながら
「みんなで子育て」ができる環境づくり、そして、他人であり
ながら大家族のような環境で生活することにより、子どもた
ちの世界観が広がり、協調性や社会性が育まれる環境づく
りを目指します。

■メインターゲット
シングルペアレント（ひとり親）、子育てを応援したい方

■提携サービス
株式会社AsMama「子育てシェア」

Presenter
Presentation Notes
・直近では、代官山に、シングルペアレント（ひとり親）、子育てを応援したい方をターゲットにしたシェアハウスを展開
・渋谷区が所有する土地・建物を同社が借り受け、リノベーションした
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３．次世代郊外まちづくり

Presenter
Presentation Notes
・次に、先ほどお話しした『郊外生活の魅力（価値）再創造』という点で、住みかえ事業モデルの発展系として「次世代郊外まちづくり」の取り組みを紹介
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郊 外 住 宅 地
■老朽化
■高齢化
■少子化

開 発行政サービス自
治
体

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

地
域
住
民

個人資産は管理する
けど、街の維持管理は
自治体・町会の仕事!?

税 金

街は管理するけど
個人財産には口は出せず。

財政も厳しいので
維持が精一杯

開発後一定期間
アフターサービスするが
開発・完売後は利益を
刈り取り次の開発へ

郊外住宅地問題
三すくみ状況

担い手・ノウハウ

事業採算性・時間現行法・公の役割

利 益

郊外住宅地をめぐる三すくみ状況

Presenter
Presentation Notes
・郊外の状況だが、これまで都市インフラの維持と住民サービスの提供は、主に地方自治体が担ってきた
・民間事業者も、事業やサービスの提供や、住民は自治会やNPO 等の活動を通じて、各々がより良い社会の実現を目指してきた
・しかし今日、税収不足などが原因で財政が厳しくなり、これまでのような拡大基調で行政サービスが提供できなくなってきた
・郊外住宅地が直面していく課題は多様であり、難易度が高いこと、行政、住民、事業者といった各ステークホルダーが従来のやり方や事業展開では効果的な打ち手がない状況も見えてきた
・今や各ステークホルダーが単独では課題解決やブレイクスルーは望めない状況にあるといえる
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横浜市と東急電鉄が 「次世代郊外まちづくり」の推進に関する協定を締結（２０１２年４月１８日）

～ 横浜市が選定された、国の新成長戦略、「環境未来都市」の主要プロジェクトとして

強力な官民連携と地域住民との協働によって、「既存のまち」における

良好な住宅地とコミュニティの持続・再生への取組みに着手 ～

人口減少社会・高齢社会に対応し、
郊外や社会の課題を解決していく 「まちづくり」

行政 ・
公的

セクター

大学・
研究
機関

地域住民

官・学・民・企業の四者連携による取組み

民間
事業者

次世代郊外
まちづくり

横浜市・東急電鉄 包括協定の締結

Presenter
Presentation Notes
・横浜市と東急電鉄は、このような状況を受け、２０１２年４月、人口減少社会、高齢社会の様々な課題を解決し良好な住宅地とコミュニティの持続、
　再生を目的とした「次世代郊外まちづくり」の推進に関する協定を締結
・これは、東急田園都市線沿線の街を舞台に、住民の高齢化に対応しつつ、若い世代を惹きつける魅力を備え、多世代が安心していきいきと暮らせる「まち」の実現を目指していく取組み
・「次世代郊外まちづくり」では、地域の交通、医療・介護、住宅、コミュニティ、高齢者や子育て層の支援、環境、エネルギーなどこれからの社会に必要なまちや暮らしの機能を、
　地域の皆さまと一緒に考えていき、官・民・大学の連携によって実現していくことを目指している
・既存の住宅地を「まち」単位で持続、再生させていく取組み、強力な官民連携で推進していく取組みは、わが国初の試み
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■ 重点方針 ■

「郊外」を持続させる人とコミュニティの「仕組み」をつくっていく

エリア・マネジメント ； まちづくりの担い手づくり、 官民連携のまちづくり主体 “新しい公共” 、

“お金が回る仕組み” ； 規模も主体も多様なビジネス、地域の「職」 創出

次世代の要請に応える「暮らしのインフラ・ネットワーク」をつくりあげていく

交通（移動）・医療・介護・子育て・エネルギー・就労・交流・コミュニティ ＋ 住まい・住まい方 を、まちづくりを
通じて一体的に、実践していきます

郊外住宅地の中の「コミュニティ・リビング・モデル」を提示していく

「暮らしのインフラ」を集約した施設と住宅を併設した郊外の新しい「住まい方」、シニア層の住みかえモデル、多世代
共生のモデルとして提案していきます。

■ 基本理念 ■

「人」「暮らし」「コミュニティ」を最重要視
「持続性」「循環」「多様性」を目指す

「既存のまち」での「持続」と「再生」

高齢社会・人口減少社会の課題解決の実践

美しが丘
三丁目

美しが丘
二丁目美しが丘

一丁目

たまプラーザ駅

渋
谷
方
面

第１号モデル地区
「たまプラーザ駅北側地区」

「次世代郊外まちづくり」 基本理念と重点方針

Presenter
Presentation Notes
◆次世代郊外まちづくりの基本理念
　・「既存のまち」での「持続」と「再生」を目的とし、多くの地域住民の皆さまとと共にまちづくりを推進
　・住宅の更新、建替えやハード面の都市整備だけを重点とせず、「既存のまち」に暮らす「人」と「暮らし」、「コミュニティ」を最重要視
　・「次世代のまちづくり」を通じて超高齢化社会という社会課題を解決していく

◆取組みの方向性
　・医療、介護、住宅、移動・交通、ICT、育児支援、就労、コミュニティなど、これからの
　　人口減少社会、高齢社会が要請するまちや暮らしの機能を「暮らしのインフラ」と位置づけ、
　　「まちづくり」によって分野横断的、一体的に解決、再構築していく
　・そして「暮らしのインフラ」と、暮らしの基盤となる「住まい」を密接に結合させていく
　・「コミュニテイ・リビング・モデル」を提示していく。



※　「コミュニテイ・リビング・モデル」とは、リビング・ルームが、家族の食事や団欒の場であるように、
　　多世代の地域住民が利用し交流する地域のにぎわいの場、地域のリビングルームとしての場を、
　　郊外住宅地の中の拠点としていく構想

◆モデル地区
　・横浜市青葉区美しが丘１、２、３丁目の「たまプラーザ駅北側地区」を「次世代郊外まちづくり」の
　　第１号のモデル地区に選定し、このエリアで、先行的に、次世代郊外まちづくりの活動を行っている
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次世代郊外まちづくりワークショップ（2012年10～2013年3月）

まちの将来イメージ（未来の物語づくりから）

□ 子どもから高齢者まで多世代の交流がある

□ コミュニティの中に豊かさや生きがいを見

つけられる

□ 子どもがまちに愛着を持てる

□ 年をとっても安心して暮らし続けられる

□ 子育て、介護など地域に必要な機能が満

たされている

□ 地域の交流、活動をつうじて多くの繋がり

がつくれる

□ 若い世代も住むことができる

□ 古い住宅、団地の建替えによって、豊かな
暮らしや環境が保たれる

ｅｔｃ．

参
加
し
た
住
民
の
声

Presenter
Presentation Notes
・モデル地区のたまプラーザで、住民と様々なワークショップを開催
・まちの課題や、将来について議論
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「既存のまち」の持続と再生を目指すとともに、超高齢社会の暮らしを支え、若い世代
も惹きつける郊外住宅地の魅力と価値を再創造していく「持続可能な住宅地・横浜型

モデル」を提示

目
的

1.豊かさ
「人が活躍するまち」を実現する

2.暮らし
多世代・多様な人々が暮らし続け
られる「暮らしのインフラ・ネット
ワーク」を再構築する

3.住まい
住まいと住宅地を再生、再構築し
ていく～多様な住まい方が選べるま
ち～

4.土台
生活者中心のｽﾏｰﾄ・ｺﾐｭﾆﾃｨを実現する

5.仕組み
まちづくりを支える持続可能な仕組みを
創っていく

（１） 多世代が支えあう元気で豊かなコミュニティを創出

（２） 地域の経済モデルを創出

（３） まちぐるみの保育・子育てネットワークを実現

（４） 地域の医療・介護システムを構築

（８） 戸建住宅地の持続の仕組みと暮らしの機能を創出

（５） 新しい地域の移動のあり方を提示

（６） 既存のまちの公的資源を有効活用

（７） 既存のまちの再生の仕組みを創出 － 大規模団地や企業社宅等の再生 －

（９） 「環境」、「エネルギー」、「情報プラットフォーム」を構築

（10） 担い手となる組織を創り出し、まちづくりの主体としていく

郊
外
住
宅
地
の
持
続
と
再
生
に
向
け
た

10
の
取
り
組
み

ＷＩＳＥＣＩＴＹ －目指すまちの将来像－

【基
本
構
想
】の
実
現
に
向
け
た
第
一
歩
へ

次世代郊外まちづくり概要 基本構想2013 概要
2013.6.19

発表

基本構想の策定・概要【2013年6月19日記者発表】

Presenter
Presentation Notes
・以上のワークショップや、立ち上げた部会での検討を元に、『基本構想』を策定し、２０１３年６月に発表
・郊外住宅地の持続と再生に向け、記載の10の取り組みを取りまとめた
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基本構想における次世代郊外まちづくり リーディングプロジェクト（2013）

３．家庭の節電プロジェクトとエコ診断

５．地域包括ケアシステム「あおばモデル」パイロット・プロジェクト

７．「コミュニティ・リビング」モデル・プロジェクト
－ 企業社宅などの土地利用転換時における土地利用誘導 －

６．暮らしと住まいのグランドデザイン（素案）の策定

４．まちぐるみの保育・子育てネットワークづくり

１．住民創発プロジェクト － シビックプライド・プロジェクト －

２．住民の活動を支える仕組みと場づくり

８．「次世代郊外まちづくり」推奨スペック策定
－ 建物や施設に求められる施設や機能、建築推奨指針づくり －

８つのリーディングプロジェクト

Presenter
Presentation Notes
・基本構想に基づき、２０１３年度取り組んでいるリーディングプロジェクトは記載の８つ
・時間も限られているので、本日は、この中でも代表的なものを紹介する
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家庭の省エネプロジェクト（冬の取り組み）

家庭の節電プロジェクトとエコ診断

29

①たまプラーザを生活圏とする
希望者に参加していただく
（1,000プラ贈呈）
②11月～1月で前年同月並みの
電力・ガス使用量の方に毎月
1,000プラ（総額4,000プラ）贈呈
③受領した地域マネー「プラ」は
たまプラーザ周辺の商業施設で
利用可能

■電気に加え、ガスの見える化
■対象者をたまプラーザ生活圏

に拡大
■地域マネーの普及促進

Presenter
Presentation Notes
・まず、「家庭の節電プロジェクト」
・目指すべきは２点
　①地域内省エネライフスタイルの意識付け
　②地域内住宅のエネルギー効率の向上促進

＜取り組み概要＞
・たまぷらーざ生活圏内の方々に、省エネプロジェクトを実施
・１１月～１月の電力、ガス使用量が前年同月並みの方に、地域マネー贈呈
・効果としては・・・
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家庭の省エネプロジェクト（冬）の成果【中間速報】

家庭の節電プロジェクトとエコ診断

参加申込数 （1月15日現在） 1,202世帯
夏の家庭の節電PJからの継続申込： 207世帯
冬の家庭の省エネPJに新規申込： 995世帯

■モデル地区6,500世帯全てが参加したと仮定すると･･･
電気使用量で月間約229,398Kwhの削減量、760世帯分の電力使用量に相当
ガス使用量で月間約32,436m3の削減量、815世帯分のガス使用量に相当

▲58,867Kwh
▲10.5％

ガス（ｍ3）
55,000 

60,000 

65,000 

70,000 

24年度使用量

25年度使用量

ガス（ｍ3）

▲7,640m3
▲11.1％

Presenter
Presentation Notes
・まず、「家庭の節電プロジェクト」
・目指すべきは２点
　①地域内省エネライフスタイルの意識付け
　②地域内住宅のエネルギー効率の向上促進

＜取り組み概要＞
・たまぷらーざ生活圏内の方々に、省エネプロジェクトを実施
・１１月～１月の電力、ガス使用量が前年同月並みの方に、地域マネー贈呈
・効果としては・・・
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住民創発（シビックプライド）プロジェクト
①コミュニティビジネス・イベント等

の企画を住民・ＮＰＯ・企業等に
提案してもらう

②一定の趣旨・基準に合致した
プロジェクトを認定、基準に未達
のものも相談等支援

③補助金（最大1団体50万円）や
横浜市・東急電鉄のサポートを
受けながらスタートアップ

■住民主体のエリアマネジメント
コミュニティビジネスの創生

■地域内の経済圏確立
■行政業務移管、コスト削減

住⺠の活動を⽀える仕組みと場づくり

Presenter
Presentation Notes
・次に「住民創発（シビックプライド）プロジェクト」
・目指すべきは３つ
　①住民主体のエリアマネジメントコミュニティビジネスの創生
　②地域内の経済圏確立
　③行政業務移管、コスト削減

＜取り組み概要＞
・コミュニティビジネス・イベント等の企画を住民・ＮＰＯ・企業等に提案してもらう
・一定の趣旨・基準に合致したプロジェクトを認定、基準に未達のものも相談等支援
・補助金（最大1団体50万円）や横浜市・東急電鉄のサポートを受けながらスタートアップ



© 201３ TOKYU CORPORATION 

住民創発（シビックプライド）プロジェクト一覧

住⺠の活動を⽀える仕組みと場づくり

32

【環境・エネルギー】 【場作り・コミュニティ形成】

【楽しむ】 【働く】

美しが丘カフェ

フラッシュモブ

交流の森

たまプラナイトウォーク

３丁目カフェ

たまプラNetwork

AOBA+ART

美しが丘Diamonds

たまプ楽食・御用聞き

Loco-Working協議会

街の見守り・ポスティング

たまプラ油田プロジェクト

オールたまプラーザ健康コミュニティづくり

たまプラ電力プロジェクト

たまプラシビックメディア

Presenter
Presentation Notes
・下記がプロジェクトの一覧
・「環境エネルギー」、「場つくり・コミュニティ形成」、「楽しむ」、「働く」の観点で、
　様々なプロジェクトが立ち上げられている。



© 201３ TOKYU CORPORATION 

フラッシュモブ実行委員会

住⺠の活動を⽀える仕組みと場づくり

Presenter
Presentation Notes
・住民創発（シビックプライド）プロジェクトの事例
・写真は、次世代郊外まちづくり認定プロジェクトの「フラッシュモブ実行員会」
・多世代が交流し、大いに盛り上がった
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４．終わりに

Presenter
Presentation Notes
・最後に、常務からまとめで一言
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ＷＩＳＥ ＣＩＴＹ

Presenter
Presentation Notes
・次世代郊外街づくりのコンセプト「ＷＩＳＥＣＩＴＹ」
・Wellness
・Intelligence＆ＩＣＴ
・Ｓｍａｒｔ＆Sustainable
・Ecology/Eneargy＆Ｅｃｏｎｏmy

これらを実現すべく、住民、行政（自治体）と一体となって取り組んでいく
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本日は、ありがとうございました
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